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人の能力を補い人の能力を補い

生活を支援する生活を支援する
ユビキタスネットワーク利用技術ユビキタスネットワーク利用技術

戦略重点科学技術（８）

戦略重点科学技術（８） 人の能力を補い生活を支援するユビキタスネットワーク利用技術

施策名： ユビキタスセンサーネットワーク技術に関する研究開発 【総務省】

連携施策群（ユビキタスネットワーク）施策

平成１９年度対象予算： ２１１百万円

（平成１８年度対象予算： ３０２百万円）

実施期間： 平成１７～１９年度

（予算総額： １,１０２百万円）

＜施策の概要＞
人・モノの状況やそれらの周辺環境等を
センサーが認識し、センサー同士の自
律的な情報の流通を実現し、状況への
リアルタイムな対応を可能とするユビキ
タスセンサーネットワーク技術に関する
研究開発を行い、多様なアプリケーショ
ンや新たなサービスの創出に資する。

健康管理
(体調，動作)

安否確認
(体調，位置)

火災，土砂崩落，液状化
等の自然界の観測
(温度，煙，地盤変位)

流通状態の記録
品質管理

(温度，湿度，振動)

大気汚染や振動などの
環境観測

(大気汚染物質，振動)

火災，有毒ガス，設備劣化等
のプラント管理
(煙，ガス，歪)

構造物劣化検査
(歪，振動，弾性波を
用いた劣化検査)

侵入者監視や自動照明等
(侵入，温度，明度)



戦略重点科学技術（８） 人の能力を補い生活を支援するユビキタスネットワーク利用技術

施策名： 電子タグの高度利活用技術に関する研究開発 【総務省】

連携施策群（ユビキタスネットワーク）施策

平成１９年度対象予算： ４４８百万円

（平成１８年度対象予算： ５９８百万円）

実施期間： 平成１６～１９年度

（予算総額： ２,６２６百万円）

＜施策の概要＞
電子タグの高度利活用に必要な以下の
技術の研究開発を行う。
（１）シームレス・タグ情報管理技術
属性情報を、動的な環境変化に応じて、
異なるプラットフォーム間で交換する技術
（２）セキュリティ適応制御技術
電子タグ情報へのアクセス制限を適切に
実現する技術
（３）相互変換ゲートウェイ技術
電子タグのIDと、ネットワークアドレス及び
モノの属性情報をネットワーク上で関連づ
け、情報の検索・逆検索を効率的に行う技
術

新ビジネス／サービス

ネットワーク

自動車会社
警備会社 保険会社

リーダ

サーバ

ガソリンスタンド

電子タグ

ネットワークにより

異業種間で連携し、
履歴情報・リアルタ
イム情報など各種情
報の共同利用が可能

電子タグが貼り付け
られた「モノ」の情報
を有するデータベー
ス

電子タグの番号からデー
タの場所を示すネットワー
クアドレスへの変換

戦略重点科学技術（８） 人の能力を補い生活を支援するユビキタスネットワーク利用技術

施策名： アジア・ユビキタスプラットフォーム技術に関する研究開発 【総務省】

連携施策群（ユビキタスネットワーク）施策

平成１９年度対象予算： ２０４百万円

（平成１８年度対象予算： ３１５百万円）

実施期間： 平成１７～１９年度

（予算総額： ９９５百万円）

電子タグを含めた様々な端末等が多様
なネットワークを介して接続された環境
において、情報配信を国際的に高速か
つ安全に実現するためのユビキタスプ
ラットフォーム技術を確立するため、以
下の研究開発・実証実験を実施。
（１）データベースが国際的に広域に分
散した環境においても、瞬時の応答を得
るための情報配信高速化技術
（２）どこの国の人でも、どこの国に移動
してもアクセスを可能とするための多国
間認証技術

製品情報等の登録

電子タグ

読取り装置

生産国：□□

製造年：○年

△月×日

：

情
報
表
示

輸入服

電子タグを用いた情報の確認

ID DB

ID DB

薬品

使用期限：○年×月

用法用量： 毎食後に１錠
：
： （英語表記）

ID DB 電子タグIDデータベース

ユビキタス情報に関する国際流通を実現
ID DB

ID DB

IDをもとに他国のDBを情報検索

ID DB

製品情報等の登録

電子タグ

読取り装置

生産国：□□

製造年：○年

△月×日

：

情
報
表
示

輸入服

電子タグを用いた情報の確認

ID DB

ID DB

薬品

使用期限：○年×月

用法用量： 毎食後に１錠
：
： （英語表記）

ID DB 電子タグIDデータベースID DB 電子タグIDデータベース

ユビキタス情報に関する国際流通を実現
ID DB

ID DB

IDをもとに他国のDBを情報検索

ID DB
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戦略重点科学技術（８） 人の能力を補い生活を支援するユビキタスネットワーク利用技術

施策名： ユビキタスネットワーク（何でもどこでもネットワーク）技術の研究開発

【総務省】 連携施策群（ユビキタスネットワーク）施策

平成１９年度対象予算： １,８３１百万円

（平成１８年度対象予算： ２,０９８百万円）

実施期間： 平成１５～１９年度

（予算総額： １２,７１１百万円）

＜施策の概要＞
ネットワークがすみずみまで行き渡っ
た社会（ユビキタスネットワーク社会）を
実現するため、ユビキタスネットワーク
の実現に必要な

(1) 超小型チップネットワーキング技術
(2) ユビキタスネットワーク認証・エー
ジェント技術

(3) ユビキタスネットワーク制御・管理
技術

の研究開発を行う。

超小型ﾁｯﾌ゚ ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸ゙技術

超小型チップにより様 な々ものが自在にネット

ワークを構成

⇒100億個の端末を協調・制御するネット

ワーク

新たな物流・ 流通ビジネス

の創出

有価証券
・小切手
・商品券

ブランド品

服
書籍 書類

小包

偽造防止・物流管理

有価証券
・小切手
・商品券

ブランド品

服
書籍 書類

小包

偽造防止・物流管理

電子
マネ
ー

ＩＣカ
ード

非接触カードをかざすと瞬時にどんな端末でも

自分の端末として利用

⇒ 従来の１万分の１以下のリアルタイムな

応答・認証が可能なネットワーク技術の実現

どこにいても、いつでもネットワークに繋がり

オフィスと同一の通信サービス環境が創出

され、多種多様なコンテンツを享受

⇒ ユーザの状況に応じて最適な通信サー

ビス環境を自在に提供するネットワーク

技術の実現

ﾕﾋﾞｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸ認証･ｴ ｼーﾞｪﾝﾄ技術 ﾕﾋﾞｷﾀｽﾈｯﾄﾜｰｸ制御･管理技術

超小型チップ

新たなモバイルコマース

マーケットの創出

新たなネットワーク・端末マ ーケット、

コンテンツ配信・発信ビジネス の創出

100億の超小型
チップの接続制御

戦略重点科学技術（８） 人の能力を補い生活を支援するユビキタスネットワーク利用技術

施策名： 情報家電の高度利活用技術の研究開発 【総務省】

連携施策群（ユビキタスネットワーク）施策

平成１９年度対象予算： ２５９百万円

（平成１８年度対象予算： １２５百万円）

実施期間： 平成１８～２０年度

（予算総額： １,３７５百万円）

家電のデジタル化やネットワークのブ

ロードバンド化の進展により、今後多様
な利用が期待される情報家電について、
安心安全に高度なサービスが利用でき
るよう必要な研究開発を実施し、新たな
サービスの創出やユビキタスネット社会
の実現に資するため、以下の利活用基
盤技術の研究開発を行う。
① 自動認証型マルチデバイス管理・

連携・最適化技術
② スケーラブル対応型ソフトウェア制

御技術

制御システム

・高度なｻｰﾋﾞｽの基盤となる認証・
ｾｷｭﾘﾃｨのﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑは未確立

・機器能力の差異のため、一定の
ｾｷｭﾘﾃｨの確保が困難

・情報家電の多様性等から統一的
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの実現が困難

・能力に差異がある情報家電
においても一定のｾｷｭﾘﾃｨを

確保し安心してﾈｯﾄﾜｰｸを介し
たｻｰﾋﾞｽを享受

・ﾕｰｻﾞが高度な管理設定を行
わずに、情報家電をｱｯﾌﾟﾃﾞ ﾄー

クーラー

ステレオ テレビ

電話

DVD

テレビ

冷蔵庫

パソコン

デジタルテレビ照明

防犯省エネ制御

様々なサービス

映像配信

ビデオカメラ

洗濯機

FAX

電子レンジ

将来像・目標現状・課題



戦略重点科学技術（８） 人の能力を補い生活を支援するユビキタスネットワーク利用技術

施策名： 自律移動支援プロジェクトの推進 【国土交通省】

早期実用化（平成20年度以降）を目指して
実証を進めていくサービス

平成22年度の実用化に向けて、引き続き試
験的展開で検証を続けるサービス

連携施策群（ユビキタスネットワーク）施策

平成１９年度対象予算： ７０１百万円

（平成１８年度対象予算： ７１９百万円）

実施期間： 平成１６～２２年度

＜施策の概要＞
２０１０年度までにユビキタス技術を活用
し、身体的状況、年齢、使用言語等を問
わず、いつでも、どこでも、だれでもが移
動に必要な情報を入手できる自律移動
支援システムを確立する。

移動経路案内
や施設・観光
情報の取得

携帯端末を介し
て多言語で情報

を入手

急な振り替え輸
送の情報等を振

動や文字で情報
提供

身体能力に応じた最適
ルートの提示

目的地の正確な場所等
を音声や振動で案内
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